
３．職業選択

（１）卒業後の進路

問35　あなたは卒業後の進路についてどのように考えていますか。
卒業後の進路について就職と回答した学生が全体で62.4％と前回調査より若干低い水準となって
います。
学部別では、文系を中心に学部卒での就職機会が豊富である背景をもとに、多くの学生が早期に
就職を選択する傾向が推察されます。一方で、理工系・農学系では地域の産業構造（農業、食
品、製造業など）と研究テーマの関連が深く研究開発職への就職を目指す傾向から大学院修了を
前提としたキャリア形成を望む学生の比率が高くなる状況が推察されます。
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（２）職種を選ぶ基準

問36　あなたがアルバイトをしたとき、何を基準にして仕事を選びましたか。
アルバイトの選定基準は多岐に渡りますが、前回調査と比較して「おもしろい仕事や好きな仕事
であること」「仕事内容と自己の能力や経験がよく合致していること」を選択する人の割合が増
加傾向にあり、アルバイト選定に際して適性や興味を重要視する傾向がみられました。「アルバ
イトをしたことがない」学生は21.1％と、前回調査から4.5％ポイントの増加がみられました。特
に経済学部、創造工学部、農学部で「アルバイトをしたことがない」学生が多くなる傾向がみら
れました。
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（３）希望する分野

問37　職業を決めるに当たって希望する分野は何ですか。
希望する職業分野は、全体では「公務員（国・地方自治体）」が23.4％で最も高く、次いで「教
育関係」となる傾向は前回調査時と同様でした。学部別の傾向として、医学部では「保健・衛
生・医療関係」、法学部では「公務員」、農学部では「食品・化学関係」が最も高くなる傾向が
前回調査から引き続きみられました。創造工学部では「建設・機械関係」が最も高い傾向に変わ
りありませんが、「情報・通信関係」と「公務員」を希望する学生の割合が増加しました。
また、法学部を除くすべての学部において「まだ決まっていない」学生の割合が前回調査と比べ
て増加していました。
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（４）職業選定で重視すること

問38　職業を決めるに当たって重視することは何ですか。
全体では「自分の能力や適性にあっていること」が27.9％で最も高く、次いで「企業の業種・仕
事内容」、「勤務時間・休暇・福利厚生」、「企業の将来性・安定性」の順となっており、前回
調査と同じ傾向がみられました。前回調査と比較して、職業を決めるにあたり「給料」を重視す
る学生が3.8％ポイント増加しました。
学部別にみると、法学部、経済学部では「企業の業種・仕事内容」が最も高く、その他の学部で
は「自分の能力や適性にあっていること」が最も高くなる傾向がみられました。
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（５）就職を希望する地域

問39　就職先としてどの地域を希望しますか。
就職先の地域として「香川県内」を希望する学生の割合が最も高く、全体の50％が中四国地方を
希望していました。特に教育学部と医学部看護・臨床心理学科では、香川県内での就職を希望す
る学生がそれぞれ46.9％と63.6％と多い傾向がみられました。次いで「近畿地方」への就職を希
望する割合が高く、全体として西日本への就職希望者が多い傾向が示されました。医学部医学科
と農学部では「近畿地方」への就職を希望する学生の割合が最も高くなる傾向がみられました。
また出身地域別に就職先の希望地域をみたところ、いずれの地域においても「まだ決まっていな
い」を除き出身地域を希望する学生の割合が最も高くなる傾向がみられました。
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（６）就職活動で不安なこと

問40　就職活動に関して、不安に思っていることは何ですか。
全体として「自分が何に向いているか分からない」が26.7％と最も高く、次いで「面接が不安」
「就職活動のやり方が分からない」の順番となりました。
学部別にみると、経済学部、農学部では「自分が何に向いているか分からない」の割合が他の学
部と比べて高い傾向がみられました。医学部は他の学部と傾向が異なり、看護・臨床心理学科で
は「情報収集のやり方がわからない」が、医学科では「不安はない」が最も多くなる傾向がみら
れました。
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（７）就職に関する大学への要望

問41　就職に関して大学へ要望したいことは何ですか。
全体としては例年どおり「面接対策、履歴書・エントリーシートの書き方の実践指導の充実」が
最も多いものの、その割合は20％台から35％超と大きく増えました。特に医学部看護・臨床心理
学科でその変化が顕著となっています。学部別としてはそれに次いで教育学部と法学部で「公務
員・教員試験講座を開くなど各種試験の合格対策」が多いものの、割合としては例年より2/3ほど
に減少しています。本選考だけでなくインターンシップも含め面接の機会が多くなり、志望先に
応じたアプローチの洗練に試行錯誤していることがうかがえます。
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【全体(487人)】

就職情報誌、就職関係書籍、ＰＣ（利用環境）の充実 ガイダンス、セミナー等の充実
相談員による就職相談、職業適性検査の充実 面接対策、履歴書・エントリーシートの書き方の実践指導の充実
就職・職業に関する授業（キャリア科目）の充実 公務員・教員試験講座を開くなど各種試験の合格対策
企業説明会の内容充実、回数の増加 求人企業の開拓強化
その他
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